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１．生育状況 

本年の生育状況は、昨年並みから 2 日程度遅い状況。 

熟期がかなりバラついているように見える。また、７月の高温により日焼け果が多く散見さ

れている。病害虫では、園によって吸害とシナノリップ等にシンクイムシの被害が散見される。 

 

２．収穫適期の判断、目安 

早採り果は、酸味が強く食味が劣るので、適期収穫を行う。 

また、過熟になるとツル元から軟質となるので、注意して収穫する。適熟果の期間が短い。 

１．適熟品の品質基準 

１）糖度：１４度以上  

２）食味：とにかく食べてみて、これならというものを収穫・出荷する。 

     （食べられる・・と美味しいは違うので注意する） 

２．収穫目安 

 １）満開後１３０～１３５日以降。平坦地で９月５～９日頃から目安。 

  ２）赤く着色している果実からが基本だが、「熟度優先」で収穫する。 

赤道面より下の地色が抜けてから出荷して下さい。 

３．注意点 

  １）酸味が抜けて食味の良いものから、２～３回分けて収穫する。 

  ２）平坦地では着色の進行は遅いが、酸味・硬度の低下が早いので留意する。 

  ３）山間地では着色の進行は早いが、酸味の低下が遅れるので十分に食味をのせて収穫す

る。 

  ４）心カビの発生があると早く熟す。 

５）収穫が遅れるとツル元からボケる(粉粉する) 

６）わい化樹と普通樹では熟期に差が出る。 

 

３.荷受 

◆各センター・共選所の計画通りとする。 

 

４.出荷基準 

１）普通（生果）出荷 ⇒ ２２０ｇ(５０玉)以上を出荷する。 

２）オープン箱出荷 ⇒ 別紙参照。 

 

 

 



症
状

症
状

褐変してない、腐れの心配のない。 褐変してない、腐れの心配のない。 ただし、コルクスポットは、１ケ。 ただし、コルクスポットは、２ケ。

小指の頭程度。 人差し指の頭程度。 ビターピット、ジョ ナサンスポットないもの。 ビターピット、ジョ ナサンスポットないもの。

打
撲

生
理
障
害

１０㎜程度で、生でない。 ２０㎜程度で、生でない。 セミ：ないもの セミ：赤道下部１ケまで。

枝
ス
レ
・
キ
ズ

カ
メ
ム
シ
・
セ
ミ

全体で２ヶ。赤道上部１ケ。 全体で３ヶ。 カメムシ：赤道下部で１ヶまで カメムシ：赤道下部で３ヶまで

していない。腐れの心配のない。

極端に濃くなく、果肉がボコボコ

ス
ジ
サ
ビ

オ
レ
ン
ジ
色
日
焼
け

左記に準じる

細いもの3本。太いもの１本。  左記以外で、生食できる。 真横から見て、面３０％以内。

胴サビとして判断。

淡桃色で１円玉程度。腐れの心配のない。

胴まで流れ出でるもんは、

尻
サ
ビ

日
焼
け

左記に準じる

真下から見て、がくあ部（尻）以内。  左記以上で、生食できる。

塊りは、５００玉以内。
凸凹状は、直径１㎝以内。 幅２㎜程度は４本、幅３㎜程度は３本。

尻の中で収まっており、幅２㎜２本。 尻まで上がっており

胴
サ
ビ

尻
割
れ

平滑で散在している。  左記以上で、生食できる。

極端に、深くない。また、内部裂果ない。

でない。僅かなすじ状はよい。 真上から見て、赤みがある。 極端に、深くない。また、内部裂果ない。 幅３㎜２ヶ。幅２㎜。

つ
る
サ
ビ

ツ
ル
割
れ

真上から見て、４０％以内。肩から流れ 左記以上で、生食できる。 すじ２本で軽微なもの。２㎜程度は１本。 肩より内に収まっており、

生果用出荷 オープン箱出荷 生果用出荷 オープン箱出荷

 

※腐敗等の病害、シンクイムシ類等の虫害は、不可。 

 

 


